
Q1 日常実務を遂行するうえで、現在のあなたの
物流・ロジスティクスに関するスキル（熟練度）や
知識は足りていると思いますか？ 

　本誌はこのたび物流人材教育の現状に関するアンケー
ト調査を行った。本誌読者の中からランダムに選んだ約
1000人にメールで質問項目を送付。締め切り日までに
121人から回答を得た。その集計結果と自由回答欄に綴
られた読者の生の声を以下に報告する。 

本誌アンケート調査 
　　　――物流人材教育の現状 
 

注：自由回答欄のコメントは読みやすいように本誌編集部で字句を多少、修正しています。 
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―
―
本
誌
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

人
材
教
育
の
課
題

■
重
要
な
分
野
に
も
か
か
わ
ら
ず
産
・
官
・
学
各
界
で
の
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
に
対
す
る
認
知
度
・
評
価
が
低
く
、
人
材
が
集
ま
ら
な
い
。

現
在
携
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
こ
う
し
た

社
内
外
の
環
境
が
一
因
と
な
っ
て
あ
ま
り
上
が
っ
て
い
な
い
。（
物

流
子
会
社
・
支
社
長
）

■
現
場
経
験
者
で
企
画
力
と
実
行
力
の
あ
る
若
い
人
材
が
不
足
し

て
い
る
。（
個
人
）

■
物
流
の
社
会
的
地
位
を
高
め
て
大
学
・
大
学
院
で
物
流
の
専
攻

が
増
え
る
な
ど
優
秀
な
人
材
が
参
入
し
て
く
る
こ
と
が
必
要
。（
医

薬
品
・
物
流
管
理
・
課
長
代
理
）

■
荷
主
企
業
内
の
物
流
屋
と
し
て
は
、
幅
広
い
知
識
（
構
内
も
輸
出

入
も
輸
送
も
梱
包
も
）
を
持
た
な
い
と
商
売
で
き
な
い
。
必
然
的

に
人
材
育
成
に
は
時
間
が
か
か
る
。（
輸
送
機
械
・
物
流
改
革
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

■
理
論
や
座
学
を
学
ぶ
機
会
は
多
々
あ
れ
ど
実
践
的
な
教
育
を
若
い

う
ち
に
受
け
る
機
会
は
少
な
い
。「
実
践
は
現
場
作
業
で
学
べ
」

と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
理
論
や
座
学
と
は
懸
離
れ

た
世
界
が
現
場
に
は
多
い
。
そ
う
い
う
時
に
柔
軟
な
発
想
を
持
っ

て
対
処
で
き
る
人
材
の
育
成
と
教
育
が
必
要
。
今
、
色
々
と
学
習

し
て
い
る
物
流
の
「
理
論
」
も
は
た
し
て
現
代
社
会
の
「
物
流
」

に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
は
常
に
存
在
し
て

い
る
。
特
に
大
手
企
業
の
物
流
部
員
を
見
て
い
る
と
机
上
理
論
の

み
で
現
場
を
知
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。（
製
造
販
売
業
・
経
営
改

革
室
）

■
①
企
業
ト
ッ
プ
の
問
題
意
識
。
②
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｓ
の
存
在
意
義
の
向

上
と
企
業
内
教
育
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
活
用
。
③
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｓ
の
拡

充
。
④
物
流
業
界
団
体
の
質
的
向
上
。
例
え
ば
京
都
議
定
書
達

成
へ
の
取
組
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
織
化
す
る
。（
食
品
・
監
査
役
）

■
ロ
ジ
ス
テ
ィ
シ
ャ
ン
に
求
め
ら
れ
る
業
務
知
識
の
範
囲
は
広
く
、

ど
の
よ
う
に
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

（
食
品
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
部
）

■
財
務
面
等
会
社
経
営
全
般
ま
で
分
か
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
課
題
。
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（
物
流
子
会
社
・
経
営
企
画
本
部
・
課
長
）

■
実
際
の
ワ
ー
ク
が
会
社
の
経
営
に
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
を

実
感
で
き
る
方
法
が
必
要
。（
国
際
物
流
業
・
営
業
担
当
課
長
）

■
物
を
動
か
す
現
場
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
だ
け
で
は
な
く
、
情
報

を
動
か
す
本
来
の
意
味
で
の
「
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
」
に
関
す
る
教

育
が
急
務
。
会
社
の
上
層
部
お
よ
び
総
務
等
の
社
内
教
育
管
理

部
署
に
は
そ
の
認
識
が
な
い
。（
メ
ー
カ
ー
・
Ｓ
Ｃ
Ｍ
部
・
主
任
）

■
担
当
者
の
知
識
が
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
偏
り
す
ぎ
て
し
ま
う
の
が

問
題
。
在
庫
管
理
理
論
な
ど
を
強
化
し
た
い
が
国
内
に
は
、
な
か

な
か
よ
い
テ
キ
ス
ト
が
な
い
。（
メ
ー
カ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
部
・
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
）

■
①
グ
ロ
ー
バ
ル
で
Ｓ
Ｃ
Ｍ
改
革
を
実
践
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る

た
め
の
体
系
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
が
急
務
、
②
現
場
力

が
弱
ま
っ
て
い
る
―
―
物
流
現
場
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ノ
ウ
ハ

ウ
欠
如
と
改
善
能
力
の
低
下
。（
電
機
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
企
画

部
・
課
長
）

■
最
近
、
３
Ｐ
Ｌ
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
３
Ｐ
Ｌ
に
対
応
で
き
る
人

材
育
成
、
業
務
企
画
・
設
計
能
力
と
Ｉ
Ｔ
化
能
力
を
同
時
に
持

ち
合
わ
せ
る
人
材
育
成
、
５
Ｓ
に
よ
る
現
場
改
善
等
の
現
場
の
改

善
指
導
能
力
お
よ
び
改
善
遂
行
力
。（
大
学
・
非
常
勤
講
師
）

■
社
内
で
異
動
し
二
カ
月
弱
だ
が
、
余
り
に
も
情
報
が
少
な
す
ぎ
る
。

（
小
売
業
・
セ
ン
タ
ー
長
）

■
若
手
の
登
用
と
人
材
の
定
着
化
。（
総
合
物
流
業
・
所
長
）

教
育
方
法
の
ア
イ
デ
ア

■
い
ろ
い
ろ
な
職
場
を
一
〜
二
年
ご
と
に
経
験
さ
せ
る
。（
個
人
）

■
将
来
の
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、
幼
、
小
、
中
、
高
、
大
、

大
学
院
、
主
婦
に
対
し
て
、
楽
し
く
教
え
る
（
洗
脳
す
る
）
こ
と

も
重
要
。
幼
・
小
↓
玩
具
・
ゲ
ー
ム
（
昔
は
路
地
で
遊
ん
だ
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
ロ
ジ
で
遊
ぶ
！
）。
中
・
高
↓
ロ
ジ
ネ
タ
の
ド
ラ

マ
、
漫
画
。
大
・
大
学
院
↓
民
間
企
業
事
例
の
提
供
、
産
学
協

力
。
主
婦
↓
ロ
ジ
ネ
タ
の
昼
ド
ラ
、
イ
ケ
メ
ン
宅
配
、
韓
流
ブ
ー

ム
の
活
用
。（
業
界
団
体
）

■
老
若
男
女
を
問
わ
ず
物
流
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
関
心
を
持
つ
人

に
は
現
場
を
豊
富
に
経
験
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
理
論

武
装
だ
け
で
は
ム
リ
な
面
が
あ
る
。
年
齢
は
関
係
な
い
。
熱
意
が

人
並
み
以
上
に
あ
れ
ば
よ
い
。
泥
臭
さ
、
汗
の
に
じ
み
出
た
雰
囲

気
の
人
間
性
が
大
切
。（
物
流
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

■
残
念
な
が
ら
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス=

経
営
戦
略
と
い
う
認
識
が
一

般
的
に
は
ま
だ
ま
だ
薄
い
。
こ
れ
は
経
営
ト
ッ
プ
の
認
識
も
し
か

り
。
企
業
の
ト
ッ
プ
に
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
＝
経
営
戦
略
と
い
う
意

識
が
あ
れ
ば
人
材
育
成
に
も
自
ら
取
り
組
む
は
ず
。
そ
の
意
味
で
、

経
営
ト
ッ
プ
を
対
象
と
し
た
有
益
な
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
講
座
を
有

力
企
業
連
合
で
立
ち
上
げ
る
等
の
方
策
が
あ
れ
ば
、
経
営
ト
ッ
プ

→

経
営
幹
部→

社
員
と
い
う
人
材
育
成
の
連
鎖
が
構
築
さ
れ
る
。

（
総
合
電
子
・
物
流
部
門
・
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

■
弊
社
は
「
お
客
様
の
販
促
支
援
サ
ポ
ー
ト
業
」
を
軸
に
し
て
い
る
。

経
営
の
軸
を
き
っ
ち
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ブ
レ
の
少
な
い
人

材
育
成
が
で
き
て
い
る
。
ち
な
み
に
弊
社
に
は
、
二
つ
の
使
用
禁

止
用
語
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、「
荷
主
」。「
お
客
様
」
と
い
う
用

語
で
社
内
統
一
し
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
「
ク
レ
ー
ム
」。「
苦

情
」
な
の
か
「
事
故
」
な
の
か
、
は
た
ま
た
「
手
抜
き
」
な
の
か
、

ぼ
や
け
て
し
ま
う
の
で
使
用
禁
止
に
し
て
い
る
。（
物
流
会
社
・

社
長
）

■
定
年
後
、
直
ち
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
物
流
会
社
に
招
致
さ
れ

た
。
理
由
は
「
仕
事
の
評
価
の
仕
方
に
感
覚
的
な
も
の
が
多
く
、

絶
対
値
で
、
具
体
的
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
な
、
仕
組
み
を
作
っ
て

欲
し
い
」
と
い
う
ト
ッ
プ
か
ら
の
要
望
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
①
人

材
育
成
の
基
本
体
系
作
り
―
―
資
格
制
度
の
新
規
導
入
、
最
適

な
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
体
系
作
り
、
最
適
な
Ｏ
Ｆ
Ｆ
―

Ｊ
Ｔ
作
り
。
②
評
価

と
処
遇
の
最
適
化
―
―
成
果
・
実
績
に
基
く
給
与
体
系
作
り
、
評

価
方
法
の
最
適
化
、
そ
の
他
の
方
針
系
統
図
を
提
案
し
、
人
材

開
発
委
員
会
を
発
足
さ
せ
「
あ
り
た
き
人
材
像
」
を
目
指
し
た
展

開
を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。「
全
体
最
適
」「
Ｓ
Ｃ
Ｍ
や
３
Ｐ

Ｌ
等
の
最
新
の
動
向
へ
の
情
報
提
供
」「
専
門
性
の
強
化
」
等
新

た
に
テ
キ
ス
ト
を
整
備
し
、
講
師
を
育
成
し
、
顧
客
に
期
待
さ
れ

る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
提
案
会
社
を
目
指
し
て
い
る
。（
物
流
子
会

社
・
総
務
担
当
）

■
土
日
を
利
用
し
た
勉
強
会
の
開
催
。
平
日
は
日
々
の
運
用
に
追

わ
れ
、
出
席
し
に
く
い
。
あ
る
い
は
出
席
し
て
い
て
も
携
帯
電
話

が
鳴
り
集
中
で
き
な
い
。
参
加
者
が
持
ち
回
り
で
講
師
を
す
る
等
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Q.2  自社内に物流・ロジスティクスに関する教育体制はあり
ますか？　 

Q.3 Ｑ2で「はい」とお答えの方にお聞きします。具体的に、物流・ロジスティクスに関して、
会社はどのような教育体制を用意していますか？ 

いいえ はい 

全体 

荷主 

物流業者 

44人 

11人 

31人 

75人 

43人 

20人 

社内研修カリキュラムがある 

不定期ながら勉強会を 
催している 

職能別研修に組み込まれている 

企業内学校を設けている 

OJT（オン・ザ・ジョブ・ 
トレーニング）のみ 

その他 

外部団体が主催する研修制度 
などを社費で受講できる 
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